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動 物 種 ： ラット 性： 雌（F1 雌雄） 

系  統 ： Sprague-Dawley 

投与方法： 強制経口投与 

投与期間： 妊娠 7 日目から分娩を経て授乳 20 日目まで 

投 与 量 ： 0、0.1、0.3、1.0 mg/kg/day 

動 物 数 ： 各群 24 匹 

主な影響： 1.0 mg/kg/day 群 

母ラット：影響なし 

児（雄）：4～5 週齡での行動検査結果（立ち上がり回数↓、身繕い又は洗顔回数↓）、

8～9 週齡での追加検査結果（立ち上がり回数↓）に差がみられた。 

児（雌）：影響なし 

 0.3 mg/kg/day 群 

母ラット：影響なし 

児（雄）：4～5 週齡での行動検査結果（立ち上がり回数↓、身繕い又は洗顔回数↓）、

8～9 週齡での追加検査結果（立ち上がり回数↓）に差がみられた。 

児（雌）：4～5 週齡での行動検査結果に差はなかったが、8～9 週齡での追加検査結

果（立ち上がり回数↓）に差がみられた。 

 0.1 mg/kg/day 群 

母ラット：影響なし 

児（雄）：4～5 週齡での行動検査結果（立ち上がり回数↓、身繕い又は洗顔回数↓）

に差がみられたが、8～9 週齡での追加検査結果に差はなかった。 

児（雌）：4～5 週齡での行動検査結果に差はなかったが、8～9 週齡での追加検査結

果（立ち上がり回数↓）に差がみられた。 

回復試験： － 

回 復 性 ： － 

備  考 ： 母ラットの一般状態や体重、摂餌量、分娩・哺育状態及び剖検所見のいずれにも影響

なし。 

出生児の生存率や外表異常、一般状態、体重、生後形態分化、反射反応性、運動協調

機能、学習機能、生殖機能のいずれにも影響なし。 

オープンフィールド試験の検査項目は行動潜時、区画移動数、立ち上がり回数、身繕

い又は洗顔回数、脱糞数、排尿回数の 6 項目。 

雌 8～9 週齡の行動検査結果に用量依存性はなく、その意義についても不明。 

出  典 ： 環境省 (2011): ジフェニルアルシン酸（DPAA）の毒性試験報告書（第 2 版） 
 

 
 

動 物 種 ： ラット 性： 雌（F1 雌雄） 

系  統 ： Sprague-Dawley 

投与方法： 強制経口投与 

投与期間： 妊娠 7 日目から分娩を経て授乳 20 日目まで 

投 与 量 ： 0、0.01、0.03、0.1 mg/kg/day 

動 物 数 ： 24、24、21、24 匹 

主な影響： 0.1 mg/kg/day 群 

母ラット：影響なし 

児（雄）：影響なし 

児（雌）：4 週齡のオープンフィールド試験で行動検査結果（立ち上がり回数↓）

に差がみられたが、8 週齢の検査時には差はなかった。 

 0.03 mg/kg/day 群 

母ラット：影響なし 

児（雌雄）：影響なし 

 0.01 mg/kg/day 群 

母ラット：影響なし 

児（雌雄）：影響なし 
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回復試験： － 

回 復 性 ： － 

備  考 ： 母ラットの一般状態や体重、摂餌量、分娩・哺育状態及び剖検所見のいずれにも影響

なし。 

出生児の生存率や外表異常、一般状態、体重などにも影響なし。 

オープンフィールド試験の検査項目は行動潜時、区画移動数、立ち上がり回数、身繕

い又は洗顔回数、脱糞数、排尿回数の 6 項目。 

出  典 ： 環境省 (2011): ジフェニルアルシン酸（DPAA）の毒性試験報告書（第 2 版） 

 

動 物 種 ： ラット（新生児：4 日齢） 性： 雌雄 

系  統 ： Sprague-Dawley 

投与方法： 強制経口投与 

投与期間： 28 日間 

投 与 量 ： 0、0.1、0.3、1.0 mg/kg/day 

動 物 数 ： 各群 10 匹 

主な影響： 1.0 mg/kg/day 群 

雌雄：胆管増生、グリソン鞘の炎症性細胞浸潤 

雄：赤血球数↓、単球比↓、トリグリセライド↑、A/G 比↓ 

雌：体重↓、血小板数↑、プロトロンビン時間の延長、肝臓（相対重量）↑ 

 0.3 mg/kg/day 群 

雄：赤血球数↓ 

雌：影響なし 

 0.1 mg/kg/day 群 

雌雄：影響なし 

回復試験： － 

回 復 性 ： － 

備  考 ： 各群で死亡はなく、一般状態、病理解剖所見にも何ら異常は認められなかった。 

赤血球の変化は軽微なもので、正常と考えられる範囲を逸脱するようなものでなかっ

た。また、造血系器官である骨髄、脾臓には異常変化はみられず、また脳のヘマトキ

シリン・エオジン染色標本では器質的変化は認められなかった。 

出  典 ： 環境省 (2011): ジフェニルアルシン酸（DPAA）の毒性試験報告書（第 2 版） 

 

動 物 種 ： マウス 性： 雌（F1 雌雄） 

系  統 ： ICR 

投与方法： 飲水に添加して母マウスに投与（F1 には母乳を介した間接投与） 

投与期間： 出産後から離乳時まで 

投 与 量 ： 0、5 mg/L（飲水中濃度） 

動 物 数 ： 母マウスは不明、F1 は 10 匹 

主な影響： 5 mg/L 群（F1） 

7 週齡での回転棒試験で 7 日間のトレーニング日数に伴う成績の向上（回転棒から

落下するまでの時間の延長、落下回数の減尐）は対照群に比べて劣った。 

7 週齡での明暗試験法、高下式十字迷路法により、不安感受性の亢進がみられた。 

回復試験： 回復時期に実施した試験 

回 復 性 ： 運動学習障害は不可逆的と考えられた。 

備  考 ： 母マウスの養育行動や体重に異常はみられなかった。 

出  典 ： 宮川和他, 成田年, 宮竹真由美, 加藤孝一, 山中健三, 鈴木勉 (2007): Diphenylarsinic 

acid（DPAA）慢性曝露マウスの行動評価と中枢神経系に及ぼす影響. 日本神経精神

薬理学雑誌, 27: 181-189. 

 

動 物 種 ： サル 性： 雌 

系  統 ： カニクイザル 

投与方法： 経鼻カテーテルによる経口投与 
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投与期間： 妊娠 50 日目から出産までの約 100 日間（98～121 日間で 2 回/日投与） 

投 与 量 ： 0、1.0 mg/kg/day 

動 物 数 ： 各群 8 匹 

主な影響： 1.0 mg/kg/day 群 

母サル：影響なし 

新生児：影響なし 

回復試験： － 

回 復 性 ： － 

備  考 ： 母ザルの体重、出産成績（妊娠期間、出生時体重）に影響なし。ミオクローヌス様の

症状もみられなかった。 

新生児に形態異常はなく、生後 30 日から 40 日後に実施した神経機能検査（握力、疼

痛反応、聴覚反応、瞳孔反応）にも影響なし。 

出  典 ： 吉川泰弘, 小山 高正, 川崎 勝義, 根岸 隆之, 濱崎 裕子 (2005): ジフェニルアルシ

ン酸を投与したサルの行動影響調査, 「平成 17 年度ジフェニルアルシン酸等の健康

影響に関する調査研究」研究報告, 財団法人日本科学技術振興財団. 
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付録 別表６ DPAA を反復投与した発がん性試験結果の概要 

 
 

動 物 種 ： ラット 性： 雄 

系  統 ： Fischer 344 

投与方法： 飲水に添加して投与（飲水投与） 

投与期間： 6 週間 

ジエチルニトロソアミン（DEN）0、200 mg/kg を腹腔内投与した 2 週間後から投与

を開始し、DPAA 投与開始の 1 週間後に肝臓の 2/3 を部分切除。 

投 与 量 ： 0、5、10、20 ppm  

（飲水量から用量を求めると、0、0.5、0.9、1.6 mg/kg/day） 

動 物 数 ： 各群 20 匹 

主な影響： 20 ppm 群（DE 投与せず） 

肝臓（絶対・相対重量）↑、ALP↑、γ-GTP↑、LAP↑、胆管増生及びグリソン鞘

の炎症性細胞浸潤（全数）、CYP1B1↑ 

神経症状なし 

 20 ppm 群（DE 投与） 

肝臓（絶対・相対重量）↑、ALP↑、γ-GTP↑、LAP↑、胆管増生及びグリソン鞘

の炎症性細胞浸潤（全数）、CYP1B1↑ 

GST-P 陽性細胞巣（肝の前がん病変の指標）↑ 

神経症状なし 

 10 ppm 群（DE 投与） 

影響なし（神経症状なし） 

 5 ppm 群（DE 投与） 

影響なし（神経症状なし） 

回復試験： － 

回 復 性 ： － 

備  考 ： DEN 投与の 0、5、10、20 ppm 群で GST-P 陽性細胞巣は観察されたが、DEN 未投与

の 20 ppm 群及び対照群（0 ppm 群）で GST-P 陽性細胞巣は観察されなかった。 

肝臓における 8-OhdG の測定から、酸化的 DNA 障害の関与はないと考えられた。 

出  典 ： 鰐渕英機, 魏民, 梯アンナほか (2008): ジフェニルアルシン酸（DPAA）の長期毒性

に関する研究, 「平成 19 年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する調査研究」

研究報告, 財団法人日本科学技術振興財団. 

 

動 物 種 ： ラット 性： 雌雄 

系  統 ： Fischer 344 

投与方法： 飲水に添加して投与（飲水投与） 

投与期間： 2 年間 

投 与 量 ： 0、5、10、20 ppm （飲水量から用量を求めると、下記の通り） 

（雄 0、0.23、0.45、0.91 mg/kg/day、雌 0、0.33、0.65、1.30 mg/kg/day） 

動 物 数 ： 各群 51 匹 

主な影響： 20 ppm 群 発生率の増加した腫瘍なし 

 10 ppm 群 発生率の増加した腫瘍なし 

  5 ppm 群 発生率の増加した腫瘍なし 

回復試験： － 

回 復 性 ： － 

備  考 ： 非発がん影響については、別表４（長期毒性）に記載した。 

出  典 ： 鰐渕英機, 魏民, 梯アンナほか (2011): ジフェニルアルシン酸（DPAA）の長期毒性

に関する研究, 「平成 22 年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する調査研究」

研究報告, 財団法人日本科学技術振興財団. 
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付録 １ 水質環境基準の設定根拠 
 

水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準等の見直しについて（第１次筓申） 

（平成 16 年 2 月, 中央環境審議会） 別紙 2 水質環境基準項目 5 砒素 

( http://www.env.go.jp/council/toshin/t090-h1510/02.pdf) 
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付録 ２ 水質基準の設定根拠 
 

水質基準の見直しにおける検討概要 

（平成 15 年 4 月, 厚生科学審議会生活環境水道部会水質管理専門委員会） 

（http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/kijun/konkyo0303.html） 
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付録 ３ 各国・機関水質基準、主な環境基準（ヒ素: As として） 

 

各国・機関水質基準、主な環境基準（ヒ素: As として） 
機関・国 内容 値 出典 

WHO 飲料水質ガイドライン（第 3 版） 0.01 mg/L WHO 2004 

日本 水道水質基準 0.01 mg/L 厚生労働省 2003 

環境基準（人の健康保護） 

全公共用水域: 

地下水: 

土壌: 

 

0.01 mg/L 

0.01 mg/L 

検液中 0.01 mg/L 以下かつ
農用地（田）の土壌 15 

mg/kg 未満 

環 境 省  1993, 

1999, 2001 

米国〔Water〕：    

 EPA MCL（ヒ素） 0.01 mg/L 66 FR 6976, 2001 

MCLG（ヒ素） 0 

水質クライテリア（ヒト健康） 

（ヒ素）水＋魚介類摂取  

（ヒ素）魚介類のみ摂取 

 

0.018 g/L 

0.14 g/L 

57 FR 60848, 1992 

カナダ 飲料水 IMAC 0.01 mg/L Canada 2006 

環境基準 

（水） 

地域社会 IMAC: 

農業用灌水:  

家畜用:  

 

 

0.025 mg/L 

0.1 mg/L 

0.025 mg/L 

Canada 1997 

（土壌） 

SQGHH（土壌摂取・ﾋﾄ健康） 

 

12 mg/kg 

（底質） 

淡水暫定 GV [影響予想ﾚﾍﾞﾙ] 

海水暫定 GV [影響予想ﾚﾍﾞﾙ] 

 

5.9 mg/kg  [17 mg/kg] 

7.24 mg/kg  [41.6 mg/kg] 

EU 飲料水 0.01 mg/L 98/83/EC, 1998 

オランダ 地下水 Intervention Value: 

       Target Value:  

60 g/L 

7.2 g/L 

SERIDA 2000, 

2009 

土壌   Intervention Value:  

 Target Value:  

55 mg/kg 

29 mg/kg 

スウェーデン 表層水: 

地下水 RV:  

地下水飲用限界: 

1.8～3.5 g/L 

10 g/L 

50 g/L 

Swedish EPA 2000 

土壌 GV: 

RV: 

15 mg/kg 

7～10 mg/kg 

湖沼底質 RV: 

海洋底質 RV: 

40 mg/kg 

45 mg/kg 

米国〔Air〕：    

ACGIH TLV-TWA 

（ヒ素, 元素及び無機化合物） 

0.01 mg/m
3
 ACGIH 2001 

NIOSH 暴露限界勧告（15 分間天井値） 

（ヒ素, 無機化合物） 

0.002 mg/m
3
 [15 分] NIOSH 1999 

OSHA 8 時間 TWA 

（ヒ素, 有機化合物） 

0.5 mg/m
3
 29 CFR 1910.1000 

OSHA 1999a 

8 時間 TWA-PEL 

（ヒ素, 無機化合物） 

10 g/m
3
 29 CFR 1910.1018 

OSHA 1999b 

8 時間 TWA 建設工事作業者 

（ヒ素, 有機化合物） 

0.5 mg/m
3
 29 CFR 1926.55 

OSHA 1999d 

8 時間 TWA 造船所作業者 

（ヒ素, 有機化合物） 

0.5 mg/m
3
 29 CFR 1910.1000 

OSHA 1999c 

 


